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北欧諸国の人口政策

一
、
入
口
過
剰
時
代

　
十
八
世
紀
の
末
、
北
欧
諸
国
を
旅
し
た
一
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
そ
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
私
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
い
た
一
七
九
九
年
は
、
き
わ
め
て
致
命
的
な
年
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
に
接
す
る
諸
州
で
、
農

　
民
は
こ
の
年
を
未
曽
有
の
凶
年
で
あ
る
と
い
っ
た
。
家
畜
は
、
前
年
の
旱
魅
に
よ
り
冬
の
間
み
な
極
度
の
損
害
を
受
け
、
そ
し
て
収
穫
の
お

　
よ
そ
一
月
前
の
七
月
、
多
数
の
人
々
は
、
味
や
栄
養
を
よ
く
す
る
燕
麦
粉
を
少
し
も
入
れ
な
い
縦
の
木
の
芯
や
乾
し
た
カ
タ
バ
ミ
で
つ
く
ら

　
れ
た
パ
ン
で
生
活
し
て
い
た
。
農
民
の
青
白
い
顔
色
や
陰
う
つ
な
外
貌
は
、
栄
養
不
良
を
物
語
っ
て
い
た
。
多
く
の
者
が
死
ん
で
い
た
が
、

　
こ
う
し
た
食
事
の
結
果
の
す
べ
て
は
、
ま
だ
お
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
後
に
な
っ
て
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
伝
染
病
の
形
を
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
い
ま
か
ら
お
よ
そ
一
五
〇
年
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
自
然
の
猛
威
の
前
に
、
た
だ
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

貧
困
、
飢
え
、
寒
さ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
が
い
か
に
拗
勉
に
働
ら
き
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
見
向
き
も
さ
れ
な
い
よ
う
な
土
地
を
耕
し
て
も
、
な
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お
そ
の
生
活
は
き
び
し
く
、
多
く
の
人
々
は
慢
性
的
栄
養
失
謁
に
襲
わ
れ
、
た
や
す
く
流
行
病
の
餌
食
と
な
っ
て
い
た
．
政
府
は
、
人
ロ
増
加

に
腐
心
し
た
が
、
死
亡
す
る
者
も
多
か
っ
た
け
れ
ど
も
増
え
る
人
口
も
多
く
、
国
民
の
多
く
は
生
存
す
れ
す
れ
の
水
準
で
生
活
し
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
北
欧
諸
国
の
人
口
は
増
加
し
て
い
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
七
四
九
年
の
人
口
は
一

七
六
万
人
で
あ
っ
た
が
、
一
七
六
七
年
に
は
二
〇
〇
万
を
こ
え
、
一
八
三
五
年
に
三
〇
〇
万
、
一
八
六
四
年
に
四
〇
〇
万
、
一
八
九
八
年
に
五

〇
〇
万
・
一
九
二
四
年
に
は
六
〇
〇
万
人
を
こ
，
を
掩
・
ノ
ー
ル
ウ
才
に
つ
い
て
も
・
一
七
⊥
ハ
九
年
に
七
二
万
三
六
一
八
人
姦
え
た
人

口
は
、
一
八
〇
一
年
に
は
八
八
万
、
一
八
二
五
年
に
一
〇
五
万
、
一
八
五
五
年
に
一
四
九
万
、
一
八
九
〇
年
に
二
〇
〇
万
、
一
九
三
〇
年
に
は

二
八
一
万
四
一
九
四
人
姦
え
る
増
加
ぶ
り
で
あ
・
．
妃
・
デ
・
マ
ー
ク
で
も
・
毛
六
九
年
の
人
・
が
七
九
万
七
五
八
四
人
で
あ
・
た
が
、
一

八
〇
一
年
に
は
九
三
万
、
一
八
五
〇
年
で
一
四
一
万
、
一
九
〇
一
年
で
二
四
五
万
、
一
九
三
〇
年
で
は
三
五
五
万
人
を
数
え
る
激
増
ぶ
り
で
あ

つ（

y
　
ナ

　
こ
う
し
た
人
口
の
増
加
に
た
い
し
て
、
結
婚
の
延
期
な
ど
の
予
防
的
措
置
な
ど
が
、
た
と
え
ば
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
に
見
ら
れ
は
し
た
が
、
し

か
し
食
糧
の
増
産
や
資
源
の
開
発
は
、
人
口
増
加
の
速
度
に
追
い
つ
き
は
し
な
か
ら
た
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
十
九

世
紀
に
土
地
改
革
が
行
わ
れ
、
従
来
の
集
団
作
業
様
式
に
よ
る
旧
村
落
単
位
の
も
の
か
ら
個
人
中
心
の
営
農
に
変
え
も
し
た
が
、
こ
れ
も
人
口

増
加
の
不
断
の
勢
い
に
併
呑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し
て
、
貧
困
と
飢
え
か
ら
逃
れ
出
る
た
め
、
大
量
の
国
外
移
住
が
企
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
移
住
地
の
多

く
は
、
新
世
界
の
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
推
移
を
み
る
と
、
国
外
移
住
者
は
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
集
団
の

移
住
が
と
く
に
目
立
ち
は
じ
め
た
の
は
十
九
世
紀
の
中
葉
以
降
で
あ
る
。
殊
に
、
一
八
六
七
～
八
年
の
不
作
お
よ
び
一
八
七
〇
年
代
末
の
農
業
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危
機
は
、
大
量
の
移
住
者
の
出
現
と
な
か
て
み
ら
わ
れ
た
。
　
一
八
⊥
ハ
七
年
か
ら
一
八
八
六
年
ま
で
の
賜
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
去
っ
た
人
口
は
v

お
よ
そ
四
五
万
入
（
総
人
口
の
約
一
割
）
で
、
そ
の
大
部
分
は
農
民
で
あ
っ
た
。
農
業
危
機
の
時
代
の
一
八
八
〇
年
代
だ
け
で
も
、
農
民
は
主

と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
続
々
と
移
住
し
、
そ
の
数
は
三
四
万
七
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
、
記
録
的
に
最
高
を
し
め
し
た
一
八
八
七
年
で
は
四
万
六
九

　
　
　
　
　
（
5
）

O
O
人
に
達
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
在
住
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
国
民
は
五
九
万
五
〇
〇
〇
人
を
数
え
、
二
世
を
含
め

る
と
一
五
〇
万
に
の
ぼ
る
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
規
模
こ
そ
小
さ
い
が
、
カ
ナ
ダ
に
住
む
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
人
口

も
、
｝
九
三
一
年
現
在
で
三
万
四
五
〇
〇
人
に
達
し
て
い
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
移
住
者
の
数
は
、
一
八
八
〇
年
代
を
頂
点
に
し
て
そ
の
後
減

少
し
て
い
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
入
の
年
問
平
均
数
は
、
㎜
八
六
〇
年
代
が
八
九
〇
〇
人
、
一
八
七
〇
年
代
が
一
万

人
、
一
八
八
〇
年
代
が
三
万
二
〇
〇
〇
人
、
一
八
九
〇
年
代
が
二
万
人
、
二
十
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
が
二
万
二
〇
〇
〇
人
、
次
の
一
〇
年
が

八
一
五
〇
人
で
あ
っ
た
。
一
方
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
、
年
間
平
均
四
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
人
の
本
国
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

国
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
北
欧
諸
国
は
人
口
過
剰
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
れ
と
結
び
つ
く
社
会
的
・
経
済
的
困
難
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

北
欧
諸
国
の
貧
困
は
、
こ
の
人
口
過
剰
と
関
連
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
、
貧
困
を
克
服
す
る
た
め
に
、
出
生
の
抑
制
と
国
外
移
住
と
が
、
そ

の
解
決
策
と
し
て
真
剣
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
会
は
「
避
妊
禁
止
法
」
を
通
過
さ
せ
は
し
た
が
、
民
衆

は
出
生
の
抑
制
を
欲
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
出
生
抑
制
運
動
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
の
は
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
（
国
昌
旨
芝
8
屏
の
Φ
戸
H
。
。
弩

ー
H
紹
①
）
で
、
彼
は
、
新
マ
ル
サ
ス
主
義
の
熱
烈
な
信
奉
者
で
あ
り
、
幸
福
な
社
会
を
築
く
た
め
に
自
発
的
に
家
族
制
限
を
す
る
ほ
か
は
な
い

と
主
張
し
、
貧
困
の
原
因
は
生
活
資
料
に
た
い
す
る
人
口
の
圧
力
に
あ
る
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
北
欧
諸
国
の
産
児
調
節
運
動
を
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推
進
さ
せ
る
結
果
を
招
い
た
。
合
理
的
な
考
え
方
を
受
け
い
れ
や
す
い
国
民
性
を
も
つ
北
欧
の
人
々
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
訴
え
方
は
、
ま
た

き
わ
め
て
効
果
的
で
あ
っ
た
。
す
で
に
十
九
世
紀
後
半
か
ら
下
落
し
は
じ
め
て
い
た
出
生
率
は
、
二
十
世
紀
に
入
る
と
激
減
し
、
出
生
抑
制
の

見
事
な
ま
で
の
「
成
功
」
を
裏
書
き
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
出
生
率
は
急
落
し
、
未
来
に
、
幸
福
な
社
会
が
約
束
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
〇
年
頃
に
は
、
幸
福
な
家
庭

と
幸
福
な
社
会
を
築
く
た
め
、
産
児
調
節
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
市
民
生
活
に
定
着
し
て
い
っ
た
。

二
、
人
口
減
退
の
危
機
の
訴
え

　
こ
の
よ
う
に
、
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
、
北
欧
諸
国
で
は
、
人
口
過
剰
に
眼
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
は
、
す
で
に
か
な

り
以
前
か
ら
、
人
口
減
退
の
危
機
が
む
し
ば
み
つ
つ
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
1
図
の
よ
う
に
、
出
生
率

は
か
な
り
古
く
か
ら
漸
減
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
亡
率
が
そ
れ
以
上
に
急
速
に
下
落
し
て
い
た
た
め
、
自
然
増
加
率

は
か
え
っ
て
上
昇
し
、
人
口
減
退
を
印
象
づ
け
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
出
生
率
は
着
実
に
減
少
し
て
い
た
。

　
こ
れ
と
同
じ
傾
向
を
す
で
に
た
ど
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
ま
で
、
人
口
抑
制
を
歓
迎
す
る
風
潮
が
あ

り
、
そ
の
前
途
を
憂
い
る
声
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
北
欧
諸
国
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
人
口
過
剰
に
こ
り
た
せ
い
か
、
人
口

の
再
生
産
に
は
ほ
と
ん
ど
意
を
注
が
な
か
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
六
年
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
教
授
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ

い
て
五
つ
の
将
来
人
口
の
推
計
を
公
表
し
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
は
人
口
減
退
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
人
口
減
退

の
危
機
を
も
た
ら
す
徴
候
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
一
九
三
一
年
、
ア
ド
ル
フ
・
イ
ェ
ン
セ
ン
　
（
〉
げ
o
首
げ
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第1図スウェーデンQ出生率と死亡率の推移

資料：W・rld　P・p．ul・ti・n　and　Res・urce・・；・a・R・p・rt・by」PEP．　L。nd。。1955．　P．236．

　　　　　Statistisk　Arsbok　fOr　Sverige　1962．　Stockholm　1962．　Sid．25．

H
Φ
p
ω
魯
）
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
つ
い
て
三
つ
の
将
来
人
口
を
推
計

し
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
永
久
的
静
止
人
口
で
あ
る
こ
と
を
し
め

し
て
い
た
し
、
さ
ら
に
ヴ
ィ
ク
セ
ル
も
、
一
九
三
四
年
に
ノ
ー
ル

ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
将
来
人
口
を
推
定
し
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
推

計
の
い
ず
れ
も
、
出
生
抑
制
を
熱
望
す
る
一
般
世
論
の
前
に
は
無

力
で
あ
っ
た
。
北
欧
諸
国
で
は
、
新
マ
ル
サ
ス
主
義
が
公
理
と
し

て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。

　
だ
が
、
一
般
の
そ
う
し
た
動
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
指

導
層
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
推
移
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
招
く
も

の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
ひ
そ
か
に
憂
い
て
い
た
。
当
時
の
北
欧

三
国
の
再
生
産
率
は
第
2
表
の
と
お
り
で
、
す
で
に
人
口
の
再
生

産
は
不
可
能
な
状
態
で
、
こ
の
傾
向
は
と
く
に
大
都
市
に
お
い
て

は
な
は
だ
し
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
三
五
年
の
純
再
生
産
率

は
、
わ
ず
か
○
・
三
九
四
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
歴
史
的
経
験
に
よ
れ
ば
ひ
と
た
び
減
退
し
抵
じ
め
た

（263）
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第2表　北欧諸国の総再生産率と純再生産率，1906－1936年

年

1906－10

1926－30

1931

1932

1933

1934

1935

1936

スウェーデン

顯生産鞭離産率

1．799

0．992

0．900

0．879

0．821

0．815

0．811

0．841

0．857

0．785

0．775

0．733

0．727

0．729

0．756

ノールウェイ

編生産靹甦弊

1．036

0．989

0．899

0．883

0．869

0．874

0．909

0．874

0．799

0．797

0．783

0．786

デンマーク

舗生産率陣盤率

1．851

1．166

1．064

1．065

1．012

1．040

1．022

1．042

1．486

1．012

0．929

0．939

0．903

0．934

0．902

0．933

資料：D．V．　Glass，　Population　Policies　and　Movements　in　Europe．

　　Oxford　1940．　P．314．

読
ま
れ
、
一
九
三
七
年
ま
で
に
一
万
六
〇
〇
〇
部
を
売
り
上
げ
た
。
マ
ス
コ

ミ
も
、
従
来
と
は
全
く
異
な
っ
た
こ
の
主
張
を
、
大
き
く
取
り
上
げ
て
報
道

（264）

中
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
口
の
減
退
の
危
機
を
訴
え
、
当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

指
導
層
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
本
は
、
多
く
の
人
々
に

『
危
機
の
人
口
問
題
』
（
函
目
冨
一
切
①
h
o
涛
巳
ロ
α
q
ω
裁
α
q
9
。
づ
）
で
あ
っ
た
。

ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
夫
妻
は
、
ヴ
ィ
ク
セ
ル
の
主
張
と
は
反
対
に
、
こ
の
本
の

人
口
が
、
増
大
の
傾
向
を
し
め
す
こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難
な
よ
う
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
小
家
族
制
の
生
活
が
滲
透
し
、
子
供
は
せ
い
ぜ
い
一
人
か

二
人
と
い
う
社
会
生
活
が
で
き
上
る
に
つ
れ
て
、
社
会
が
欲
す
る
再
生
産
率

に
、
各
家
庭
が
自
発
的
に
、
し
か
も
無
意
識
の
う
ち
に
上
昇
さ
せ
る
よ
う
な

生
活
に
つ
く
り
な
お
す
こ
と
に
は
、
多
く
の
国
民
の
間
に
抵
抗
が
多
い
か
ら

で
あ
る
。
だ
が
、
指
導
者
の
間
で
は
、
い
ち
早
く
人
口
減
退
の
危
機
が
感
ぜ

ら
れ
て
い
た
。
北
欧
諸
国
で
、
あ
る
い
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
て
も
よ
か

ろ
う
が
、
最
初
に
人
口
減
退
の
危
機
を
感
じ
た
の
は
、
出
生
の
抑
制
に
最
も

成
功
し
た
と
思
わ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
接
の
動
機
と
な

っ
た
の
は
、
一
九
三
四
年
の
末
に
公
刊
さ
れ
た
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
夫
妻
の
共
著
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し
た
．
そ
の
結
果
、
ス
ウ
ェ
擁
デ
ン
で
は
、
一
九
三
五
年
五
月
、
王
立
人
口
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
多
く
の
専
門
家

の
協
力
を
え
て
、
一
七
冊
か
ら
な
る
彪
大
な
報
告
書
が
作
製
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
次
の
四
点
に
ま
と
め
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ー
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
発
展
の
目
標
は
、
低
い
死
亡
率
に
見
合
い
、
し
か
も
、
長
期
的
に
見
て
少
な
く
と
も
入
口
を
、
安
定
し
て
維
持

　
　
で
き
る
程
度
の
出
産
力
を
も
つ
よ
う
な
も
の
に
す
る
こ
と
。

　
2
　
長
期
的
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
人
口
問
題
の
解
決
は
、
全
社
会
階
級
の
夫
婦
に
よ
る
適
当
な
大
き
さ
の
子
供
数
の
出
生
に
見
出
さ
れ
ね

　
　
ば
な
ら
な
い
。
特
に
そ
の
出
発
点
と
な
る
も
の
は
、
親
に
な
る
こ
と
の
自
発
性
、
自
分
自
身
お
よ
び
他
の
人
々
の
福
祉
に
た
い
す
る
責
任

　
　
感
で
あ
る
。

　
3
　
こ
う
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、
受
胎
調
節
の
正
当
性
が
、
各
種
の
政
治
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
宗
教
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も

　
　
認
め
ら
れ
、
そ
の
実
行
の
た
め
の
教
育
が
行
わ
れ
、
ま
た
器
具
類
が
市
販
さ
れ
て
は
じ
め
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
4
　
多
く
の
人
々
が
現
在
子
供
を
生
も
う
と
し
な
い
の
は
、
経
済
的
・
社
会
的
不
安
と
と
も
に
、
戦
争
に
た
い
す
る
恐
怖
が
あ
る
か
ら
だ
と

　
　
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
が
、
未
来
を
信
じ
、
善
な
る
も
の
の
窮
極
の
勝
利
を
信
じ
な
い
な
ら
ば
、
い
か
な
る
国
民
も
生
き
残
り
は
し
な
い

　
　
し
、
ま
た
人
類
の
た
め
に
役
立
ち
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
報
告
書
は
、
当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
背
景
を
も
よ
く
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
、
出
生
は
抑
制
さ
れ
、
出
生
率
は
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
胎
調
節
は
白
眼
視
さ
れ
、
堕
胎
も
か
な
り
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
口
委
員
会
は
、
適
当
な
出
産
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
逆
に
、
適
切
な
受
胎
調
節
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
受
胎
調
節
運
動
が
見
ら
れ
た
の
は
一
八
八
〇
年
二
月
で
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
、
さ
き
の
ヴ
ィ
ク
セ
ル
で
あ
っ
た
。
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こ
の
運
動
は
、
一
九
一
一
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
マ
ル
サ
ス
連
盟
を
結
成
さ
せ
る
ほ
ど
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
同
時
に
ま
た
、
そ
の
反
対
運
動

を
も
ひ
き
お
こ
し
た
。
受
胎
調
節
を
公
け
の
場
で
口
に
す
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
一
九
一
〇
年
に
は
、
「
避
妊
禁
止
法
」
が
通

過
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
暗
黒
の
中
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
の
多
く
は
少
産
の
社
会
的
パ
タ
ー
ン
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
家
族
計

画
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
少
な
く
、
そ
れ
を
利
用
す
る
人
も
少
な
か
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
委
員
会
は
、
こ
う
し
た
闇
の
中
で
拡
ま
っ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
族
計
画
を
明
る
み
に
出
し
、
そ
の
上
で
人
口
政
策
の
一
環
と
し
て
取
り
組
も
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
な
傾
向
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、
一
九
三
五
年
に
王
立
人
口
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
は
い
た
が
、
受
胎
調
節
運
動
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
法
律
は
、
受
胎
調
節
運
動
を
犯
罪
の
対
象
と
し
て
い
た
。
だ
が
、

さ
す
が
に
こ
の
法
律
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
し
、
活
動
も
鈍
か
っ

た
。
こ
れ
と
対
照
的
な
の
は
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
で
、
メ
ー
ラ
ー
女
史
（
H
（
9
叶
け
陣
　
》
づ
一
h
Φ
同
　
ζ
金
一
一
Φ
円
）
に
よ
っ
て
受
胎
調
節
運
動
は
、
き
わ
め
て
効
果

的
に
機
能
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
増
設
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
も
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
も
、
堕
胎
の
増
加
に
手
を
焼
い
て

い
た
。
こ
の
点
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
委
員
会
は
、
一
九
三
八
年
ま
で
続
き
、
一
九
四
一
年
以
降
、
再
び
新
し
い
人
口
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
お
よ
そ
三
年
間
に
わ
た
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
こ
の
第
一
次
人
口
委
員
会
の
主
な
業
績
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
口
委
員
会
に
も
土
ハ
通
な
こ
と

で
あ
る
が
、
人
口
過
剰
と
と
も
に
人
口
過
少
も
深
刻
な
人
口
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
闇
の
中
で
扱
わ
れ
た
適
正
な

家
族
計
画
を
社
会
の
表
面
に
出
し
、
ま
た
出
産
の
社
会
的
意
義
を
確
立
し
、
母
子
の
保
護
に
積
極
的
に
乗
り
出
し
た
こ
と
で
あ
る
、
と
判
断
さ
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れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
方
策
に
そ
っ
た
結
果
、
堕
胎
を
い
ち
じ
る
し
く
防
止
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
北
欧
諸
国
で
は
、
多
数
の
堕
胎
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
三
〇
年
の
堕
胎
数
に

つ
い
て
は
、
種
々
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
エ
デ
ィ
ン
博
士
（
国
゜
〉
乙
国
q
一
昌
）
は
、
病
院
そ
の
他
の
施
設
で
医
師
お
よ
び
助
産
婦
に
よ
っ
て

確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
一
万
四
四
五
件
で
、
医
療
上
必
要
と
認
め
た
二
四
五
件
以
外
は
、
問
題
の
多
い
堕
胎
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
デ
ィ

ン
博
士
は
医
療
上
必
要
と
思
わ
れ
な
い
堕
胎
を
、
年
間
約
一
万
件
と
推
計
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
三
〇
年
の
全
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
出
生
数

九
万
四
二
二
〇
人
の
一
〇
％
を
こ
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
三
七
年
当
時
、
ダ
ー
ル
ベ
ル
ク
教
授
（
O
§
g
【
U
魯
与
2
σ
q
）
は
、
未
届

け
の
結
婚
に
よ
る
妊
娠
の
三
分
の
一
、
正
規
の
結
婚
に
よ
る
妊
娠
の
六
分
の
｝
ー
そ
れ
は
年
間
二
万
件
を
意
味
す
る
ー
の
堕
胎
が
行
わ
れ

て
い
る
と
推
計
し
て
い
た
し
、
オ
ッ
テ
セ
ン
ー
ー
イ
ェ
ン
セ
ン
女
史
（
（
∪
什
け
Φ
ω
Φ
口
冒
臼
Φ
昌
ω
⑦
旨
）
は
、
年
間
五
万
件
は
下
る
ま
い
、
と
推
計
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の
堕
胎
は
、
出
生
を
抑
制
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
母
体
を
も
傷
つ
け
て
い
た
。
受
胎
調
節
を
公
認
し
、
そ

の
普
及
運
動
を
す
る
こ
と
は
、
こ
の
堕
胎
の
惨
状
を
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
緩
和
す
る
役
割
を
果
す
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
出
産
の
障
碍
物
の
除
去
に
つ
と
め
る
と
同
時
に
、
す
す
ん
で
、
安
心
し
て
子
供
を
生
め
る
条
件
づ
く

り
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
政
策
は
、
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の
著
作
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
を
実
行
に
移
し
た
に
す
ぎ

な
い
と
言
え
よ
う
。
そ
の
目
標
は
、
結
婚
を
奨
励
す
る
こ
と
と
、
出
産
・
育
児
の
費
用
を
で
き
る
か
ぎ
り
社
会
的
に
負
担
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
援
助
を
、
現
金
で
で
は
な
く
、
財
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
で
与
え
よ
う
と
企
て
た
。
一
八
三
七
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
会
は
、
結

婚
・
出
産
・
育
児
を
奨
励
す
る
立
場
か
ら
各
種
の
法
案
を
通
過
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
年
の
国
会
は
、
「
母
子
議
会
」
と
ま
で
言
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
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た
と
え
ば
、
一
九
三
七
年
九
月
三
十
日
に
通
過
し
た
家
具
購
入
費
の
貸
付
を
目
的
と
し
た
条
令
は
、
明
ら
か
に
結
婚
の
奨
励
を
目
的
と
し
て

い
た
。
こ
の
貸
付
制
度
は
、
一
九
三
八
年
一
月
一
日
以
降
、
政
府
資
金
を
流
用
し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
最
高
額
は
、
　
｝
○
○
○
ク
ロ
ー
ネ

で
、
主
と
し
て
既
婚
者
（
結
婚
後
六
カ
月
以
内
）
お
よ
び
こ
れ
か
ら
結
婚
し
よ
う
と
す
る
者
で
、
家
具
を
購
入
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
中

央
銀
行
と
そ
の
地
方
支
店
か
ら
貸
し
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
結
婚
を
容
易
に
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
し
か
し
こ
れ
は
婦
人

を
家
庭
に
引
き
戻
す
こ
と
に
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
反
対
に
、
既
婚
婦
人
が
、
安
ん
じ
て
外
で
働
け
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
政
策
の
一
環
だ
っ

た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
既
婚
婦
人
労
働
者
に
た
い
す
る
配
慮
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
有
給
休
暇
、
出
産
手
当
制
度
が
実
施
さ
れ

て
い
た
。

　
結
婚
と
出
産
を
歓
迎
す
る
直
接
・
間
接
の
諸
政
策
が
、
か
な
り
意
識
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
一
九
三
七
～
一
九
三
八
年
頃
か
ら
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
福
祉
政
策
を
推
進
さ
せ
る
役
割
を
果
す
結
果
と
な
っ
た
。
結
婚
・
出
産
・
育
児
・
子
供
の
教
育
に
と
も
な
う
経
済
的
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
諸
政
策
が
実
行
に
移
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
学
校
給
食
、
子
供
数
に
応
じ
て
扶
養
控
除
す
る
税
制
の
改
正
、
児
童
手
当
制
度
の
部
分
的
実

施
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
一
九
三
五
年
以
来
、
住
宅
政
策
を
す
す
め
、
各
種
の
補
助
金
を

支
出
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
居
住
人
の
子
供
数
を
も
考
慮
す
る
こ
と
に
な
り
、
た
と
え
ば
、
三
人
の
子
供
を
も
つ
家
庭
の
家
賃
を
三
割
、
子
供

四
人
で
は
四
割
、
五
人
以
上
で
は
五
割
を
引
く
住
宅
補
助
金
を
支
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
総
額
は
、
　
一
九
三
五
年
で
五
〇
万
ク
ロ
ー

ネ
、
一
九
三
六
年
で
六
五
万
ク
ロ
ー
ネ
に
の
ぼ
っ
た
。
一
九
三
八
年
、
割
引
き
率
は
さ
ら
に
改
正
さ
れ
、
六
～
七
人
の
子
供
で
は
六
割
引
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

八
人
以
上
は
七
割
引
き
と
な
っ
た
。

　
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
お
よ
び
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ほ
ど
積
極
的
で
鳳
な
い
が
、
し
か
し
周
じ
よ
う
な
路
線
に
沿
っ
て
、
人
口
政
策
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を
す
す
め
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
北
欧
諸
国
は
、
す
で
に
か
な
り
以
前
か
ら
見
ら
れ
た
福
祉
的
諸
政
策
を
、
人
口
減
退
の
危
機
を
明
確
に
感

ず
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
意
欲
的
に
打
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
北
欧
の
福
祉
国
家
づ
く
り
の
積
極
的
姿
勢
は
、
人

ロ
政
策
が
そ
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
北
欧
諸
国
は
、
西
欧
諸
国
と
や
や
異
な
っ
て
、
福
祉
的
諸
政

策
は
以
前
か
ら
相
当
の
程
度
ま
で
す
す
め
ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
諸
政
策
が
拡
充
さ
れ
、
結
婚
と
出
産
を
歓
迎
す
る
社
会
的
雰

囲
気
を
つ
く
り
出
す
の
に
成
功
し
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
だ
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
北
欧
福
祉
国
家

の
形
成
が
人
口
政
策
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ
る
。

三
、
第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
の
人
口
政
策

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
第
一
次
人
口
委
員
会
が
一
九
三
八
年
に
解
散
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
一
年
に
な
る
と
、
再
び
第
二
次
人
口
委
員

会
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
委
員
長
は
、
当
時
の
社
会
福
祉
省
次
官
（
現
首
相
）
の
エ
ル
ラ
ン
ダ
ー
（
円
9
ゆ
q
Φ
国
二
磐
α
臼
）
で
四
人
の
専
門

家
か
ら
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
第
二
次
人
口
委
員
会
は
一
九
四
六
年
ま
で
続
く
が
、
そ
の
主
な
業
績
は
、
第
一
次
人
口
委
員
会
が
ま
と
め
上
げ
た
勧
告
を
実
際
に
移
し

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
次
人
口
委
員
会
と
、
こ
の
第
二
次
人
口
委
員
会
を
比
較
し
て
み
る
と
、
若
干
の
力
点
の
差
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
第
一
次
人
口
委
員
会
は
、
結
婚
、
出
産
、
育
児
を
奨
励
す
る
た
め
に
現
金
以
外
の
も
の
を
も
考
え
て
い
た
が
、
第
二
次
委
員

会
は
、
き
わ
め
て
実
際
的
な
理
由
か
ら
、
現
金
に
よ
る
援
助
を
も
っ
ぱ
ら
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
次
委
員
会
が
、
自
発
的
な
家
族
計

画
の
原
理
と
受
胎
調
節
の
必
要
を
強
調
し
た
の
に
た
い
し
て
、
第
二
次
委
員
会
は
、
子
供
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
生
活
水
準
の
下
落
を
防
止
し
、
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す
す
ん
で
子
供
を
も
て
る
誘
因
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
原
理
に
た
っ
て
、
第
二
次
人
口
委
員
会
は
、
一
七
冊
に
の
ぼ
る
報
告
書
と
勧
告
書
と
を
っ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
子

供
の
生
活
、
健
康
、
住
居
、
栄
養
、
教
育
、
余
暇
の
利
用
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
含
み
、
家
族
の
福
祉
を
重
視
す
る
総
合
計
画
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政
策
が
、
福
祉
国
家
へ
の
前
進
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
人
口
政
策
を
兼
ね
た
福
祉
政
策
は
、
と
り
わ
け
多
産
を
奨
励
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
出
産
に
た
い
す
る
あ
た
た
か

な
配
慮
は
あ
る
が
、
多
産
者
に
た
い
す
る
特
権
は
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
し
、
ま
た
、
育
児
手
当
も
決
し
て
多
額
の
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、

結
婚
適
令
期
の
者
が
結
婚
す
る
の
に
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
経
済
的
障
碍
を
取
り
除
き
、
健
全
な
経
済
的
基
礎
に
立
っ
て
結
婚
生
活
が
い
と
な
め

る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
出
産
、
育
児
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
母
親
お
よ
び
家
庭
が
、
経
済
的
に
も
社
会
的

に
も
、
子
供
を
も
た
な
い
家
庭
あ
る
い
は
子
供
の
少
な
い
家
庭
と
差
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
企
て
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
連
帯
意
識
も
強
い
が
他
人
の
私
生
活
を
干
渉
し
な
い
と
い
う
生
活
原
理
が
滲
透
し
て
お
り
、
家
族
の
奥
の

間
の
こ
と
に
属
す
る
結
婚
、
出
産
、
育
児
に
つ
い
て
、
た
と
え
い
か
な
る
政
府
で
あ
ろ
う
と
も
、
強
圧
的
な
指
示
に
は
従
お
う
と
は
し
な
い
土

壌
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
つ
て
古
代
ギ
リ
シ
ァ
に
見
ら
れ
た
リ
カ
ー
ガ
ス
流
の
出
産
の
干
渉
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
の
ひ
ん

し
ゅ
く
を
買
う
に
ち
が
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
土
壌
の
上
に
推
進
さ
れ
る
人
ロ
政
策
も
、
お
の
ず
か
ら
、
「
政
府
が
援
助
す
る
か

ら
子
供
を
生
め
」
と
い
う
直
接
的
な
方
法
は
、
成
功
し
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
逆
の
作
用
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
な
い
と
は
言
え

な
い
。
そ
こ
で
、
現
代
の
国
家
の
多
く
が
と
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
政
府
は
家
庭
づ
く
り
に
援
助
は
す
る
が
、
一
切
無
干
渉
で
あ
る
」
と
い
う

態
度
を
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
も
と
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
避
妊
の
普
及
に
つ
い
て
は
熱
心
に
推
進
し
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な
が
ら
、
同
時
に
、
子
供
を
生
み
た
い
者
に
は
安
心
し
て
子
供
を
生
む
こ
と
の
で
き
る
条
件
を
提
供
し
よ
う
と
企
て
た
の
で
あ
る
。
子
供
の
な

い
家
庭
も
、
多
子
家
庭
も
、
そ
の
生
活
に
落
差
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、
ま
た
、
大
学
生
に
た
い
し
て
も
、
結
婚
し
た
い
者
に
は
結
婚
で
き

る
よ
う
な
各
種
の
資
金
援
助
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
堕
胎
問
題
も
、
第
二
次
人
口
委
員
会
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
当
時
の
堕
胎
件
数
を
、
年
間
三
〇
万
か
ら
百
万

件
に
の
ぼ
る
と
推
定
す
る
者
も
あ
る
く
ら
い
彪
大
な
件
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
堕
胎
は
、
時
に
は
母
体
を
傷
つ
け
、
再
生
産
能
力

を
も
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
人
口
委
員
会
は
、
主
と
し
て
母
体
の
保
護
と
い
う
視
点
か
ら
、
堕
胎
問
題
と
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て

そ
の
対
策
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。

　
一
、
健
全
な
性
教
育
の
普
及
と
避
妊
器
具
の
市
販

　
二
、
妊
娠
の
早
期
診
断
制
度
の
確
立
と
妊
娠
を
希
望
し
な
い
婦
人
に
た
い
す
る
指
導

　
三
、
届
出
に
よ
る
堕
胎
手
術
の
手
続
き
の
簡
素
化

　
四
、
職
業
婦
人
だ
け
で
は
な
く
、
全
婦
人
に
た
い
す
る
妊
娠
、
出
産
の
保
護
措
置

　
五
、
妊
婦
の
登
録
制

　
六
、
未
婚
の
母
親
に
た
い
す
る
各
種
の
援
助

　
七
、
こ
の
よ
う
な
知
識
を
男
性
に
も
知
ら
せ
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刊
行

　
第
二
次
人
口
委
員
会
の
こ
の
よ
う
な
要
望
に
た
い
し
て
、
次
々
と
具
体
的
な
対
策
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
避
妊
器
具
の
市
販
を
認
め
、
薬

局
に
そ
れ
を
備
え
つ
け
る
こ
と
の
義
務
を
負
わ
せ
た
法
律
が
一
九
四
五
年
に
可
決
さ
れ
て
、
た
だ
ち
に
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
堕
胎
手
術
の
手

（271）41



北欧諸国の人口政策

続
き
は
簡
素
化
さ
れ
、
い
わ
ば
「
堕
胎
公
認
」
の
印
象
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
闇
か
ら
闇
に
処
理
さ
れ
た
堕
胎
は
、
明
る
み
に

出
さ
れ
、
そ
れ
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
す
る
努
力
に
お
き
か
え
ら
れ
た
。
堕
胎
は
、
社
会
事
業
家
と
医
師
と
の
共
同
の
認
定
に
ょ
っ
て
手
術
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
合
法
的
な
堕
胎
件
数
は
上
昇
し
た
が
、
従
来
の
闇
の
も
の
を
加
え
た
数
よ
り
は
、
は
る
か
に
減
少
し
た
と

思
わ
れ
る
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
合
法
的
堕
胎
件
数
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
運
動
も
、
顕
在
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
取
り
組
み
や
す
か
っ
た
。

非
合
法
の
堕
胎
に
ま
つ
わ
る
手
術
を
う
け
る
も
の
の
犯
罪
的
意
識
は
な
く
な
り
、
す
べ
て
が
明
る
み
に
出
さ
れ
て
、
そ
の
克
服
に
努
力
が
傾
け

ら
れ
た
。
ま
た
、
堕
胎
の
温
床
に
な
る
経
済
的
圧
迫
を
除
去
す
る
母
子
保
護
の
福
祉
政
策
は
・
一
九
四
六
年
以
降
積
極
的
に
打
ち
出
さ
勉
・

　
こ
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
は
、
第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
、
人
口
政
策
と
明
白
に
結
び
つ
い
た
諸
政
策
が
と
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
に
つ
い
て
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
と
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
時
期
、
そ
し
て
同
じ
よ
う
な
ね
ら
い
で
と
ら
れ
は
じ

め
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
中
、
い
ち
早
く
ド
イ
ツ
軍
に
占
領
さ
れ
た
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
と
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
中
立
国
だ
っ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
と
異
な
っ
た
状
況
に
立
た
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
同
じ
よ
う
な
内
容
の
人
口
政
策
が
自
発
的
に
し

か
も
積
極
的
に
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
占
領
状
態
が
終
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
と
に
、
戦
争
に
よ
る
被
害
が
最
も
大
き
か

っ
た
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
は
、
人
口
政
策
と
結
び
つ
い
て
い
る
福
祉
政
策
と
い
う
点
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
よ
り
も
、
そ
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
よ
り
も
、

や
や
遅
れ
気
味
だ
と
い
っ
て
よ
い
印
象
を
受
け
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
三
国
の
う
ち
、
人
口
政
策
の
意
図
も

あ
っ
て
福
祉
政
策
が
】
番
と
と
の
っ
て
い
る
の
は
、
こ
ん
に
ち
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
人
口
政
策
と
結
び
つ
い
た
性
教
育
の
普
及
、
堕
胎
の
公
認
、
未
婚
の
母
の
保
護
、
避
妊
器
具
入
手
の
容
易

さ
な
ど
か
ら
、
そ
れ
が
国
民
の
性
道
徳
の
退
廃
を
も
た
ら
し
は
せ
ぬ
か
と
、
人
口
委
員
会
の
澗
に
も
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
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し
た
懸
念
は
、
他
国
の
興
味
本
位
の
非
難
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
堕
件
数
に
つ
い
て
み
て
も

こ
れ
は
着
実
に
減
少
し
、
か
つ
て
百
万
件
と
ま
で
い
わ
れ
た
年
間
件
数
は
、
一
九
五
一
年
で
六
三
二
八
件
、
一
九
六
〇
年
で
二
七
九
二
件
に
激

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
福
祉
国
家
は
性
的
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
説
は
、
明
ら
か
に
、
福
祉
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

家
建
設
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
悪
意
に
満
ち
た
中
傷
だ
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
、
現
在
の
北
欧
三
国
の
福
祉
政
策
の
う
ち
、
と
く
に
人
口
政
策
と
連
関
の
あ
る
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

四
、
北
欧
三
国
の
現
在
の
福
祉
人
口
政
策

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
　
家
族
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
子
供
を
も
つ
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
よ
う
と
、
各
種

の
方
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
の
主
な
も
の
は
次
分
と
お
り
で
み
砧
。

　
1
　
児
童
　
一
九
六
二
年
以
降
、
一
六
歳
以
下
の
全
児
童
に
た
い
し
て
、
一
人
年
間
五
五
〇
ク
ロ
ー
ネ
が
無
税
で
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
金
額

　
　
は
、
片
親
の
場
合
、
一
人
一
〇
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
、
孤
児
の
場
合
は
一
四
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
と
な
る
。

　
　
　
ま
た
、
児
童
に
た
い
し
て
、
無
料
診
察
制
度
が
設
君
ら
れ
、
さ
ら
に
、
一
四
歳
以
下
の
子
供
は
、
一
年
に
一
回
四
週
間
以
上
三
カ
月
未

　
　
満
の
旅
行
の
交
通
費
の
支
給
を
受
け
る
（
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
）
。
保
育
所
も
整
備
さ
れ
、
両
親
が
働
ら
く
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、

　
　
両
親
の
収
入
に
応
じ
た
廉
価
な
保
育
料
で
、
子
供
を
預
か
る
施
設
が
完
備
し
て
い
る
。

　
　
　
未
婚
の
母
の
子
供
に
つ
い
て
は
、
公
け
の
後
見
人
が
つ
き
、
家
賃
の
補
助
金
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
2
　
教
育
　
義
務
教
育
は
も
ち
ろ
ん
無
料
で
あ
る
が
、
学
校
で
の
食
事
、
教
科
書
、
学
校
用
具
も
無
料
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。
一
六
～
一
八
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歳
の
生
徒
に
た
い
し
て
は
、
月
額
五
〇
ク
ロ
ー
ネ
の
勉
学
手
当
が
与
え
ら
れ
る
。
成
人
お
よ
び
大
学
専
門
教
育
の
奨
学
金
も
整
備
さ
れ
、

　
　
大
学
で
は
一
学
年
あ
た
り
最
高
二
五
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
（
例
外
的
に
三
五
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
）
が
貸
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
3
　
結
婚
と
出
産
　
結
婚
生
活
に
と
も
な
う
妊
娠
そ
の
他
の
問
題
は
、
母
子
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
関
で
一
切
無
料
で
相
談
を
う
け
る
こ
と
が

　
　
で
き
る
。
出
産
に
際
し
て
、
入
院
出
産
は
無
料
で
、
自
宅
出
産
も
そ
の
費
用
は
全
額
支
給
さ
れ
る
。
産
前
．
産
後
の
医
療
費
は
一
部
支
給

　
　
さ
れ
る
が
、
勤
労
婦
人
の
出
産
は
、
最
高
一
八
〇
日
ま
で
給
付
金
を
え
ら
れ
る
。
出
産
一
時
金
は
九
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
で
、
そ
れ
に
子
供
一

　
　
人
に
つ
き
四
五
〇
ク
ロ
ー
ネ
が
付
け
加
え
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
。

　
4
　
住
宅
　
た
と
え
ば
、
借
家
人
に
た
い
し
て
、
一
六
歳
以
下
の
子
供
を
持
つ
家
族
の
場
合
、
住
宅
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。
子
供
一
人
の

　
　
場
合
は
年
間
三
四
五
～
三
七
五
ク
ロ
ー
ネ
、
二
人
以
上
の
場
合
は
、
三
三
〇
～
三
九
〇
ク
ロ
ー
ネ
に
一
人
あ
た
り
一
八
〇
ク
ロ
ー
ネ
を
加

　
　
え
た
金
額
と
な
る
。
低
所
得
の
多
子
家
族
に
は
、
さ
ら
に
三
三
〇
～
三
九
〇
ク
ロ
ー
ネ
が
追
加
さ
れ
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
現
在
こ
の
よ
う
に
、
多
子
家
族
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
出
生
率
は
上
昇
し
な
い
。
一
九
四
一
～
五
〇
年
の
出
生
率
は
一
八
・
四
五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
五
一
～
六
〇
年
で
一
四
・

六
九
％
と
、
人
類
史
上
ほ
と
ん
ど
稀
だ
と
思
わ
れ
る
低
水
準
に
下
落
し
て
い
る
。
し
か
も
、
近
年
わ
ず
か
な
が
ら
の
率
で
は
あ
る
が
低
落
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
事
実
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
民
の
多
く
は
、
二
児
制
を
か
な
り
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、
無
子
あ
る

い
は
一
児
の
家
庭
も
少
な
く
な
い
が
、
た
い
て
い
は
二
児
の
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
一
家
庭
あ
た
り
の
子
供
の
数
は
、
平
均
し
て
二
人
を

下
ま
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
政
府
も
ま
た
、
一
家
庭
二
人
未
満
の
子
供
数
を
、
せ
め
て
も
う
一
人
ふ
や
し
て
三
人
前
後
に
し
て
ほ
し
い
期
待
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を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
れ
た
筆
者
に
、
政
府
関
係
者
の
何
人
か
は
そ
う
語
っ
て
い
た
し
、
事
実
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
は
、
い
ま
少
し
多
く
の
人
口
を
欲
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
、
人
口
政
策
と
結
び
つ
い
た
福
祉
政

策
を
強
力
に
押
し
す
す
あ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

　
か
つ
て
人
口
過
剰
に
悩
ん
だ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
が
人
口
減
退
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
こ
れ
ま
で
人
口
不
足
や
労
働
力
の
不
足
を
、
合
理
化
の
推
進
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
し
て
き
た
が
、
現
状
の
人
口
状
態
を
維
持

し
て
い
て
、
は
た
し
て
こ
れ
か
ら
も
問
題
な
し
に
発
展
し
う
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
新
し
い
課
題
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。　

ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ほ
ど
ま
だ
完
備
し
て
は
い
な
い
が
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
も
ま
た
、
母
子
の
福
祉
に
つ
い
て
は
手
厚
い
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ノ
！
ル
ウ
ェ
イ
で
、
そ
う
し
た
福
祉
政
策
が
拾
頭
し
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
の
末
以
降
で
あ
る
が
、
家
族
数
や
家
族
構
成
の

視
点
か
ら
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
六
年
に
「
家
族
の
経
済
的
地
位
」
問
題
が
広
く
議
論
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
供
を
も
つ

家
庭
の
生
活
水
準
が
、
子
供
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
特
に
生
活
が
苦
し
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
在
、
次
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ

　
（
1
3
）

て
い
る
。

　
1
　
児
童
手
当
　
一
六
歳
以
下
の
児
童
を
も
つ
親
に
た
い
し
て
、
年
間
、
一
人
に
つ
き
三
六
〇
ク
ロ
ー
ネ
（
無
税
）
が
支
給
さ
れ
る
。
し
か

　
　
し
、
こ
の
手
当
は
、
通
常
、
第
二
子
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
親
が
離
婚
し
た
場
合
、
片
親
も
し
く
は
両
親
が
死
亡
し

　
　
た
場
合
、
両
親
が
結
婚
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
一
人
で
も
支
給
さ
れ
る
。
こ
の
財
源
は
八
分
の
七
が
国
に
よ
り
、
八
分
の
一
が
地
方
公
共

　
　
団
体
に
よ
っ
て
充
当
さ
九
る
。
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2
　
減
税
　
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
税
負
担
は
、
地
方
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
正
確
に
し
め
し
え
な
い
が
、
た
と
え
ば
、

を
例
に
と
る
と
、
年
間
一
万
五
〇
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
の
所
得
者
（
一
般
の
勤
労
者
の
平
均
賃
金
に
あ
た
る
水
準
）
で
、

　
よ
う
に
な
る
。

　
　
単
身
者

　
　
夫
婦
の
み

　
　
子
供
一
人
の
夫
婦

　
　
子
供
三
人
の
夫
婦

　
　
子
供
六
人
の
夫
婦

3
　
母
親
年
金

　
ば
、

三
三
六
〇
ク
ロ
ー
ネ

ニ
七
四
六
ク
ロ
ー
ネ

ニ
」
八
ニ
ク
ロ
ー
ネ

一
一
〇
五
ク
ロ
ー
ネ

　
　
　
○

オ
ス
ロ
i
市
の
場
合
［

そ
の
税
金
は
、
次
の

　
　
　
　
こ
の
年
金
は
、
地
域
お
よ
び
母
親
の
所
得
お
よ
び
年
金
を
う
け
て
い
る
子
供
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

オ
ス
ロ
ー
市
の
場
合
、
母
親
の
収
入
が
三
六
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
以
下
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

子
供
一
人
で

　
　
二
人
で

　
　
三
人
で

　
　
四
人
で

　
　
五
人
で

以
上
の
こ
と
以
外
に
も
、

二
七
七
ニ
ク
ロ
ー
ネ

四
四
〇
四
ク
ロ
ー
ネ

六
三
⊥
ハ
○
ク
ロ
ー
ネ

七
九
九
ニ
ク
ロ
ー
ネ

九
〇
四
八
ク
ロ
ー
ネ

　
保
育
所
、
幼
稚
園
の
整
備
、

た
と
え

妊
娠
や
出
産
に
と
も
な
う
無
料
相
談
な
ど
の
諸
政
策
を
す
す
め
て
い
る
が
、
総
体
的
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に
見
て
、
ま
だ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
段
階
に
は
た
ち
い
た
っ
て
い
な
い
ひ
し
か
し
、
出
生
率
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
よ
り
も
や
や
高
い
水
準
に
あ

る
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
六
～
五
〇
年
で
二
〇
・
六
％
、
一
九
五
一
～
五
五
年
で
一
八
・
六
％
、
一
九
五
六
～
六
〇
年
で
一
七
．
九
％
を
し
め

し
て
い
る
。
し
か
し
、
年
次
別
に
み
る
と
、
近
年
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
徐
々
に
出
生
率
は
減
退
し
て
い
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
が
、
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
も
ま
た
、
新
し
い
問
題
を
か
か
え
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
　
こ
の
国
の
福
祉
政
策
は
、
整
然
と
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
、
い
ま
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
中
間
の
段
階
に
あ

る
、
と
い
う
印
象
を
う
け
る
。
そ
の
内
容
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

　
　
（
1
4
）

り
で
あ
る
。

　
1
　
児
童
手
当
　
現
在
、
児
童
手
当
は
、
年
間
、
第
一
子
が
四
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
、
第
二
～
四
子
は
一
人
あ
た
り
四
五
〇
ク
ロ
ー
ネ
、
そ
れ
以

　
　
上
で
は
一
人
五
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
片
親
の
場
合
、
子
供
一
人
に
つ
き
二
〇
〇
ク
ロ
ー
ネ
が
加
算
さ
れ
る
。

　
2
　
特
別
手
当
　
二
人
以
上
の
子
供
を
持
つ
借
家
人
の
家
賃
に
た
い
し
て
特
別
の
補
助
金
を
与
え
て
い
る
し
、
ま
た
、
片
親
の
子
供
お
よ
び

　
　
孤
児
に
た
い
し
て
も
特
別
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
孤
児
の
場
合
、
年
間
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
で
一
六
六
八
ク
ロ
ー
ネ
、

　
　
地
方
都
市
で
一
四
七
六
ク
ロ
ー
ネ
、
農
村
地
区
で
一
二
四
八
ク
ロ
ー
ネ
が
支
給
さ
れ
る
。

　
そ
れ
以
外
に
、
家
庭
の
手
伝
い
、
児
童
の
教
育
、
医
療
、
出
産
に
た
い
し
て
も
、
各
種
の
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
出
生
率
は
あ
ま
り
高
く
は
な
い
。
　
一
九
四
一
～
五
〇
年
平
均
の
出
生
率
は
二
一
．
○

％
、
一
九
五
一
～
六
〇
年
で
一
七
・
一
％
で
あ
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
出
生
率
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近

年
の
出
生
率
は
、
若
干
の
上
下
は
あ
る
が
、
下
降
気
味
だ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
も
ま
た
、
人
口
の
減
退
に
直
面
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し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
北
欧
福
祉
国
家
は
い
ず
れ
も
、
そ
の
濃
淡
の
差
は
あ
っ
て
も
、
人
口
減
退
問
題
に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

福
祉
の
増
進
は
、
自
動
的
に
、
出
生
率
を
低
い
水
準
で
定
着
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
な
の
か
ど
う
か
。
そ
し
て
、
社
会
的
・
経
済
的
発
展
の
た
め

適
度
の
人
口
増
加
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
現
人
口
の
再
生
産
を
可
能
と
す
る
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す

る
な
ら
、
次
に
一
体
ど
の
よ
う
な
対
策
が
効
果
的
で
あ
る
の
か
。
一
見
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
こ
の
新
し
い
人
口
問
題
に
た
い
し
て
、
北
欧
福

祉
国
家
は
、
い
ま
新
し
い
回
答
を
与
え
よ
う
と
苦
悩
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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（
7
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こ
れ
と
ほ
ぼ
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
J
・
M
・
ケ
イ
ン
ズ
が
、
人
口
減
退
の
経
済
的
帰
結
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
ケ
イ
ン
ズ
と
ミ

　
　
　
ュ
ル
ダ
ー
ル
夫
妻
の
同
じ
よ
う
な
視
角
か
ら
す
る
着
眼
は
、
当
時
の
時
代
の
反
映
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
両
論
に
は
、
理
論
的
共
通
点
は
少
な
い
よ

　
　
　
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
二
人
は
、
当
時
の
両
国
の
人
口
減
退
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
悪
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
最
初
に
気
づ
き
、
理
論
化

　
　
　
し
よ
う
と
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
（
8
）
　
以
上
の
戯
述
は
、
主
と
し
て
次
の
著
作
に
負
う
て
い
る
。

　
　
　
U
’
＜
・
9
自
。
ω
9
ミ
ミ
ミ
篤
§
ミ
、
ミ
鳴
匂
§
駄
§
ミ
ミ
§
冴
§
肉
ミ
愚
鳴
゜
O
圏
o
a
H
逡
9
唱
陰
ω
5
ー
ω
A
ω
゜

（
9
）
き
ミ
ミ
ミ
ミ
§
§
犠
肉
§
ミ
§
ヨ
淘
§
ミ
ミ
毫
゜
ピ
。
呂
8
H
8
9
弓
漣
7
漣
↑
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む

⑦
ミ
翫
箕
蹄
神
毎
、
勉
ぴ
O
却
、
噺
、
⑦
e
鳴
蔑
偽
鳴
゜
》
昌
噂
蔭
O
°
目
㊤
①
卜
σ
゜
ω
叶
O
O
吋
ず
9
ヨ
H
㊤
①
卜
o
°
ω
鑓
゜
卜
⊃
戯
ト
つ
゜

拙
稿
「
北
欧
福
祉
国
家
の
社
会
病
理
と
社
会
構
造
」
（
『
福
祉
国
家
論
」
社
会
思
想
社
、
昭
和
四
十
年
刊
所
収
）
参
照
。

⑦
0
9
黛
、
鳴
鳴
§
鳴
届
、
物
帖
嵩
⑦
ミ
鴨
駄
鳴
蕊
゜
↓
び
①
Q
Q
≦
①
象
ω
げ
H
口
o
ゆ
什
律
信
件
P
u
ω
酔
O
O
蚕
9
日
〔
H
り
①
ω
〕
°

H
≦
°
い
国
旨
鱒
ゴ
9
目
り
寒
ミ
篤
◎
ミ
嚇
賊
O
蕎
蔑
匙
唱
関
鳴
ミ
、
鳴
馬
ミ
〉
♂
、
ミ
匙
絶
。
O
ω
δ
H
㊤
①
H
．
戸
軽
①
強

H
4
°
山
蝕
ド
犀
い
⑦
O
ら
賊
黛
、
壽
ミ
、
Q
凡
謡
O
鴨
隷
ミ
織
、
却
噸
O
O
b
Φ
昌
げ
国
σ
q
①
昌
一
㊤
①
ピ
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